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町
で
は
、
今
回
の
行
財
政
改
革
に

お
い
て
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計

予
算
に
は
貯
蓄
の
取
崩
し
を
失
く
し
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
内
容

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
昨
年
七
月

か
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
十
二
月
の
広
報
で
は
十

月
末
の
取
り
組
み
状
況
と
し
て
目
標

の
達
成
に
は
、
ま
だ
二
億
円
ほ
ど
の

財
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
乳
幼
児
・
児
童
・
生
徒

医
療
費
助
成
な
ど
の
主
要
な
施
策

部
分
の
見
直
し
や
行
財
政
改
革
期

間
に
お
け
る
道
路
拡
幅
工
事
な
ど

の
投
資
的
経
費
を
最
大
限
抑
え
た

改
革
が
断
行
で
き
れ
ば
、
平
成
十
八

年
度
に
は
財
政
が
黒
字
に
転
じ
る

と
い
う
、
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
数

値
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
数
値
目
標
で
は
国
が
行
う

三
位
一
体
改
革
な
ど
、
現
時
点
で
把

握
で
き
る
す
べ
て
の
要
素
を
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
社
会
経
済
変
動
の
見

通
し
、
三
位
一
体
改
革
の
年
度
別
内

容
・
計
画
が
不
透
明
で
あ
る
の
が
現

状
で
す
の
で
、
今
後
も
継
続
的
な
取

組
み
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

シリーズ行財政改革⑦
改　　　革　　　案　　　等事　務　事　業　名

使用料および手数料納付手続きの見直し
　平成１７年度より証紙による使用料および手数料納付制度を廃止し、現金納付とする。
使用料および減免規定の見直し
　使用区分を１時間単位、減免の取扱いを利用団体から利用目的とする改革案を提示するが
「審議未了」。

使 用 料 ・ 手 数 料

公共施設の効率的な管理および保育所の運営などを踏まえ、抜本的に検討する町 地 域 振 興 公 社

賦課しない都 市 計 画 税 の 賦 課

リバーサイドカーニバル・川まつり・春まつり
　・現行どおり実施するが、イベント内容およびそれに伴う諸経費の見直しを行い、補助金
の削減を図る。

　・住民協働による企画、立案、運営が確立できる体制づくりの推進
大名行列お奴保存会補助金
　・補助金の削減
　・町民出演者公募の実施
春まつり（神輿）補助金
　現行どおり実施するが、平成１８年春まつりからの「神輿の出番町内（町内会の合併を含
む。）」、「神輿補助の範囲」などを検討する。
町民運動会
　補助金の削減。
町民美術展
　現行どおり。

イ ベ ン ト 事 業

循環型社会の啓発・教育の推進
　こどもエコクラブの活動の支援　など。
住民協働による循環型システムの構築
　・資源物の行政回収から集団回収への移行。
　【平成１７年度】
　　・集団回収への移行推進期間として集団回収モデル地区（町内会単位）を指定し、実践

的な活動を行う。
　　・集団回収モデル地区の実践記録に基づき、廃棄物減量等推進員の学習会を年数回開催

し、全町的な取組みへ向けての啓蒙を行う。
　【平成１８年度】
　　・町内会、廃棄物減量等推進員を中心に全町的に各々のコミュニティー単位で、資源集

団回収事業を展開する。
　・「譲ります、譲ってください」掲示板の設置。
　　　家庭で不要となった生活用品を有効に活用するため、希望者同士が直接交渉のできる

リサイクルの「場」として、町ホームページに掲示板を設置する。　　　　など
事業系ごみ対策の強化
　事業系一般廃棄物の３Ｒの推進
　※３Ｒとは「ごみの発生抑制：������」、「再使用：�����」、「再資源化：�������」
ごみ有料化の検討
　事業系ごみ、粗大ごみ、家庭系ごみの有料化の検討

塵 芥 処 理 事 業
環 境 対 策 事 業
【廃棄物減量化・資源化・リサイクル化】

保育所民営化の検討町 立 保 育 所 運 営 事 業

現行どおり（賦課しない）下 水 道 受 益 者 負 担 金

学校給食業務の民間委託を検討学校給食センター運営方式
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十
二
月
二
十
五
日
（
土
）
役
場
で

第
六
回
笠
松
町
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
町
か
ら
は
、
公
民
館
な

ど
の
使
用
区
分
を
現
在
の
午
前
・
午

後
・
夜
間
か
ら
一
時
間
単
位
の
設
定

と
す
る
と
と
も
に
、
減
免
の
取
扱
い

を
「
利
用
団
体
」
か
ら
「
利
用
目
的
」

と
す
る
使
用
料
の
見
直
し
案
を
始

め
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
制
度
を

今
後
も
設
け
な
い
と
す
る
な
ど
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
案
な
ど
に
対
し
、

委
員
さ
ん
か
ら
は
、
公
民
館
な
ど
の

使
用
料
の
見
直
し
で
は
、「
使
用
区

分
を
一
時
間
に
区
切
る
こ
と
は
、
利

用
側
に
と
っ
て
は
、
使
い
づ
ら
く
実

態
に
沿
っ
た
案
と
は
言
え
な
い
。

今
の
方
が
利
用
し
や
す
い
区
分
で

あ
る
。」、「
使
用
区
分
の
見
直
し
で

は
な
く
、
使
用
料
体
系
の
見
直
し
が

先
決
で
は
な
い
か
。」
ま
た
、
減
免
基

準
を
団
体
か
ら
利
用
目
的
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、「
各
施
設
の
担

当
職
員
が
同
じ
基
準
で
対
応
す
る

こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
利
用
目
的

の
判
断
が
非
常
に
難
し
い
の
で
は

な
い
か
。」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
、
こ
の
改
革
案
に
つ
い
て
は
再

度
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
塵
芥
処
理
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、「
ご
み
出
し
の
マ

ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
も
多
く
、
今
後

の
ご
み
減
量
化
に
対
し
て
は
、
指
定

ご
み
袋
や
記
名
制
な
ど
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。」、「
今
回
の
行
財
政

改
革
は
住
民
協
働
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
そ
の
協
働
が
押
し
付
け

と
な
ら
な
い
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
住
民
協
働

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
役
場
と
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
で
あ

る
町
内
会
長
さ
ん
へ
の
説
明
を
十

分
に
行
い
、
会
長
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
て
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
旨
答

え
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
議
は
、
こ
の
日
、

継
続
審
議
と
さ
れ
た
「
使
用
料
及
び

手
数
料
」
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
終

了
し
、
今
後
は
町
へ
の
答
申
に
向
け
、

活
動
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
、
委
員
会
へ
提
案
し

た
主
な
改
革
案
は
左
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
と
お
り
で
す
。

第
六
回
推
進
委
員
会
開
催

　

財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
議

員
報
酬
一
律
二
万
円
と
期
末
手
当
の

一
部
削
減
を
決
め
、
昨
年
九
月
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
議
員
定
数
の
削
減
に
つ

い
て
も
協
議
を
重
ね
、
十
二
月
定
例

会
で
現
在
の
議
員
定
数
か
ら
四
人
削

減
し
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら
十
人
の

定
数
と
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
光

明
を
も
た
ら
す
た
め
、
行
財
政
改
革

の
基
本
方
向
を
「
笠
松
町
の
財
政
改

革
に
関
す
る
提
言
」
に
ま
と
め
、
広

江
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
是

非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

議
会
改
革
に
つ
い
て　
　

住
民
説
明
会
を　
　
　
　

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

会　　　場時　間曜日日月

中央公民館　大ホール午後７時３０分水２３

２

松枝公民館　集会室〃木２４

下羽栗会館　学習室〃金２５

下羽栗会館　学習室午前１０時土２６

松枝公民館　集会室〃
日２７

中央公民館　大ホール午後１時３０分
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▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
十
六
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
第
一
号
）

　

第
一
保
育
所
お
よ
び
松
枝
保
育
所

漏
水
に
伴
う
、
施
設
改
修
経
費
五
百

二
十
八
万
八
千
円
の
増
額
補
正

▽
笠
松
町
小
口
融
資
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

融
資
原
資
預
託
の
方
法
変
更
並

び
に
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ
を

行
う
も
の
。

　
　

貸
付
限
度
額

　
　

一
千
万
円
↓

　
　

一
千
二
百
五
十
万
円

　

施
行
日　

平
成
十
七
年
四
月
一
日

　
　
　
　

か
ら

▽
笠
松
町
自
転
車
駐
車
場
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

使
用
料
等
の
見
直
し
を
行
う
も

の
。

　
　

月
ぎ
め
使
用
料
の
改
正

　
　
　

町
内
在
住
在
勤
者

　
　
　

月
六
百
十
円
↓
月
一
千
円

　
　
　

右
以
外

　
　
　

月
一
千
二
百
三
十
円
↓

　
　
　

月
一
千
三
百
円

　
　

二
ヶ
月
、
三
ヶ
月
、
六
ヶ
月
の

長
期
料
金
（
割
引
有
）
を
設
定

　

施
行
日　

平
成
十
七
年
四
月
一
日

　
　
　
　

か
ら

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の

廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　

右
の
二
議
案
は
、
揖
斐
郡
揖
斐

川
町
、
谷
汲
村
、
春
日
村
、
久
瀬

村
、
藤
橋
村
お
よ
び
坂
内
村
が
平

成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
に
合
併

し
、
新
た
な
揖
斐
川
町
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
。

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の

廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　

武
儀
郡
武
芸
川
町
、
武
儀
町
、

洞
戸
村
、
板
取
村
お
よ
び
上
之
保

村
が
平
成
十
七
年
二
月
七
日
に
関

市
へ
編
入
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
も
の
。

▽
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織

す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
　

恵
那
郡
坂
下
町
、
川
上
村
、
加

子
母
村
、
付
知
町
、
福
岡
町
お
よ

び
蛭
川
村
が
平
成
十
七
年
二
月
十

三
日
に
中
津
川
市
に
編
入
合
併
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

▽
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　

岐
阜
市
の
浄
化
槽
汚
泥
処
理
施

設
の
整
備
に
伴
い
、
組
合
で
共
同

処
理
す
る
事
務
お
よ
び
そ
の
区
域

を
変
更
す
る
も
の
。

　
　

岐
阜
市
の
し
尿
処
理
区
域
を
全

域
に
改
め
、
組
合
事
務
に
浄
化
槽

汚
泥
処
理
を
追
加
す
る
な
ど

　

施
行
日　

平
成
十
七
年
四
月
一
日

　
　
　
　

か
ら

▽
羽
島
郡
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
変
更
に
つ
い
て

▽
羽
島
郡
広
域
連
合
か
ら
各
務
原
市

の
脱
退
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　

右
の
二
議
案
は
、
各
務
原
市
が

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
連
合
を

脱
退
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

▽
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
　

江
川
十
六
号
線

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

　
　

財
政
安
定
化
支
援
事
業
の
確
定

な
ど
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
、
実
施
年
度
変
更
に

伴
う
羽
島
署
木
曽
川
橋
線
・
高
桑

線
道
路
改
良
事
業
の
減
額
、
計
画

最
終
年
度
精
算
に
伴
う
東
金
池
町

港
町
一
号
線
改
築
工
事
負
担
金
の

増
額
な
ど
各
種
事
業
確
定
分
に
係

る
精
算
の
ほ
か
、
育
児
休
業
な
ど

人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
な
ど

総
額
二
千
九
百
二
十
一
万
一
千
円

を
減
額
補
正
す
る
も
の
。

・
平
成
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

　
　

退
職
被
保
険
者
等
の
医
療
費
増

加
に
伴
う
療
養
給
付
費
な
ど
総
額

五
千
七
百
六
十
八
万
一
千
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
。

▽
決
算
認
定

・
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計

・
平
成
十
五
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
・
平
成
十
五
年
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計

・
平
成
十
五
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
・
平
成
十
五
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計

（
追
加
議
案
）

▽
笠
松
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

定
数
を
十
四
人
か
ら
十
人
に
削

減
す
る
も
の
。

　
　

施
行
は
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら

【
意
見
書
】

▽
平
成
十
七
年
度
地
方
交
付
税
所
要

総
額
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
に

つ
い
て

平
成
十
六
年

第
四
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

災
害
義
援
金
に

ご
協
力
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
町
受
付
分
】（
新
潟
県
へ
送
金
）

○
役
場
、
中
央
公
民
館
、
福
祉

会
館
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
、

松
枝
公
民
館
、
総
合
会
館
設

置
の
募
金
箱

　
　

四
万
四
千
八
百
八
十
九
円

※
募
金
箱
は
、
十
二
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た

○
笠
松
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

十
万
円

【
町
受
付
分
】（
岐
阜
県
へ
送
金
）

○
笠
松
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

七
万
千
五
百
円

【
日
赤
受
付
分
】（
日
赤
県
支
部

へ
送
金
）

総
額　

三
万
四
千
百
五
円

○
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援

金
○
台
風
二
十
三
号
兵
庫
県
被
災

者
義
援
金

　

第
四
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開

か
れ
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

� ��

� ��

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

岐
阜
県
台
風
二
十
三
号
災
害
義
援
金

災

害

義

援

金
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十
二
月
二
十
四
日
、
笠
松
キ
リ
ス
ト
教
会
（
県
町
）
か
ら
「
町

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
の
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
、
全
自
動
洗
濯
機
・
食
器
乾
燥
機
な
ど
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
岐
阜
南
農
業
協
同
組
合
（
岐
南
町
）
か
ら
、

「
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
現
金
四
二
、
七

七
九
円
（
農
業
祭
の
収
益
金
）
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄　　　 附
　

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し

て
経
済
産
業
省
所
管
の
工
業
統
計
、

商
業
統
計
な
ど
の
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
た
服
部
昌
子
さ
ん
（
大
池
町
）

に
十
月
十
八
日
、
経
済
産
業
政
策
局

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
政
策
局
か
ら
感
謝
状

服　

部　

昌　

子
さ
ん

　

歯
科
医
師
の
立
松
典
子
さ
ん
（
門

間
）
が
平
成
十
六
年
度
岐
阜
県
公
衆

衛
生
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

立
松
さ
ん
は
、
町
の
歯
科
健
診
な

ど
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
住
民
の
公
衆

衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

岐
阜
県
公
衆
衛
生
協
議
会
長
表
彰

立　

松　

典　

子
さ
ん

　

三
月
一
日
（
火
）
か
ら
六
月
十
二

日
（
日
）
ま
で
、
可
児
市
の
花
フ
ェ

ス
タ
記
念
公
園
で
花
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ

ふ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

見
所
は
何
と
言
っ
て
も
七
千
品

種
の
バ
ラ
が
咲
く
「
世
界
一
の
バ
ラ

園
」
で
、
バ
ラ
の
持
つ
新
た
な
魅
力

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

バ
ラ
だ
け
で
な
く
、「
壮
大
な
花
の

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
と
題
し
て
繰
り
広

げ
ら
れ
る
季
節
ご
と
の
見
事
な

花
々
も
必
見
で
す
。

　

ま
た
、
毎
日
開
催
さ
れ
る
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
内
容
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
す
。

　

三
月
二
十
九
日
（
火
）
に
は
、
笠

松
町
・
岐
南
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
日
と

題
し
て
、
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
る

と
と
も
に
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

の
ど
自
慢
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

開
幕
が
楽
し
み
な
花
の
祭
典
に
、

あ
な
た
も
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

▲会場の完成予想図

�
見
事
に
咲
き
誇
る
花
々
が
待
っ
て
い
ま
す

前
売
り
入
場
券

　

二
月
二
十
八
日
（
月
）
ま
で

役
場
企
画
課
、
松
枝
公
民
館
、

総
合
会
館
で
発
売
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
、
お

早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

笠松町の日は3月29日
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平成１５年度

決算状況を公表
　平成１５年度

決算状況を公表

�
�

�
�
�
�

　町の財政は、町民の皆さんに納めていただいた町税をはじめ、地方交付税、国や県
からの負担金・補助金などで運営されています。これらの大切な財源は、「住んでいて
よかった」、「住んでみたい」まちづくりの実現に向け、医療費の助成、道路整備など
に使われました。

�
�

�
�
�
�

一　般　会　計
　歳入は、６４億３,４４６万円で、前年度と比較して８,１３９
万円、１.３パーセント増加しました。
　歳出は、６１億８,４０８万円で、１億４,８８１万円、２.５パー
セント増加しました。
　歳入の内訳では、地方交付税や町税が減少したも
のの町債や繰入金が増加しました。また、歳出は基
金の積立金が増加しました。

町民１人当たりに
　　　　換算すると

○歳入　２９万１,９９８円

○歳出　２８万   ６３５円

特　別　会　計
　４つの特別会計の歳入総額は６３億７,１５０万円で、前年度
と比較して３億８,１２４万円、６.４パーセント増加しました。
歳出総額は、６１億３,１４１万円で、３億８９７万円、５.３パーセン
ト増加しました。

地方交付税（16.9％） 
10億8,860万円 

町債（10.5％） 
6億7,120万円 

繰入金（9.1％） 
5億8,266万円 

繰越金（4.9％） 
3億1,780万円 

県支出金（3.7％） 
2億3,572万円 

地方消費税交付金 
（3.2％） 
2億367万円 

その他（7.2％） 
4億7,197万円 

国庫支出金（6.2％） 
3億9,651万円 

町税（38.3％） 
24億6,633万円 

民生費（24.6％） 
15億2,365万円 

土木費（土木費（17.1％）％） 
10億6,021万円万円 
土木費（17.1％） 
10億6,021万円 

衛生費（13.0％） 
8億135万円 

教育費（12.7％） 
7億8,396万円 

諸支出金（7.4％） 
4億5,593万円 

消防費（4.9％） 
3億245万円 

その他（7.3％） 
4億5,058万円 

総務費（13.0％） 
8億595万円 

一 般 会 計（単年度の収支）

５５億７,３８０万円
貯蓄（基金）の取り崩しと前年
度の繰越金がなかった場合の
年間収入総額

５７億２,８１５万円
貯蓄（基金）への積立をしな
かった場合の支出総額

△１億５,４３５万円上記による収支差引額

（注）通常決算での単年度収支とは異なります。

主　な　事　業
▽笠松中学校校舎耐震補強工事

　　　　１億７,２０９万５千円

▽北及長池４号線道路改良事業

　　　　９,０１９万４千円

▽町道拡幅改良事業

　　　　８,４２１万８千円

▽笠松、松枝、下羽栗小学校の施設等修繕

工事

　　　　５,４０３万円

財
政
用
語
の
説
明

　
　

●
文
中
お
よ
び
図
中
に
出
て
く
る
用

語
の
説
明

歳　

入

町
税　

町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
税
金

地
方
交
付
税　

町
の
財
政
事
情
に
応
じ
て

所
得
税
、
法
人
税
な
ど
国
の
税
金
の
中

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

繰
入
金　

目
的
を
定
め
積
み
立
て
た
基
金

や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
る
お

金
繰
越
金　

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金　

町
の
特
定
事

業
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
出
る
お
金

地
方
消
費
税
交
付
金　

皆
さ
ん
の
納
め
ら

れ
た
消
費
税
の
中
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

町
債　

事
業
を
す
る
時
に
国
や
銀
行
な
ど

か
ら
借
り
る
お
金

そ
の
他　

諸
証
明
の
手
数
料
、
施
設
の
使

用
料
な
ど
の
お
金

　
歳　

出

民
生
費　

乳
幼
児
、
お
年
寄
り
、
障
害
者

の
皆
さ
ん
の
福
祉
や
保
育
所
の
運
営
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

総
務
費　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
防
災
対

策
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

土
木
費　

道
路
や
河
川
の
整
備
な
ど
に
使

わ
れ
る
お
金

教
育
費　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
な
ど
の

運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

衛
生
費　

健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
ご
み
、

し
尿
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

消
防
費　

火
災
や
水
害
へ
の
備
え
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金

諸
支
出
金　

土
地
開
発
公
社
か
ら
の
土
地

の
取
得
に
使
わ
れ
る
お
金
や
基
金
へ
の
積

立
金

そ
の
他　

農
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金

0

5

10

15

20

25
億円 

国民健康保険 老人保健 下水道事業 介護保険 

歳入 
歳出 

21
億
５,
６
６
７
万
円 

20
億
４,
４
８
５
万
円 

20
億
３,
５
６
４
万
円 

19
億
７,
８
７
６
万
円 

12
億
７,
９
８
６
万
円 

12
億
４,
２
５
５
万
円 

８
億
９,
９
３
３
万
円 

８
億
６,
５
２
５
万
円
 

〈医療給付費および医療費支給費〉

費用額（円）件数（件）区　分

１,９２４,２４３,６５８７２,８５７医療給付費・医療費支給費

２６,４１１－１ 件 当 た り

７６２,３７９２９受給者１人当たり

（年間平均医療受給者数２,５２４人）

老 人 保 健

国民健康保険

〈療養給付費および療養費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

１,１４８,０９７,８００８４,６１４療養給付費・療養費

１３,５６９－１ 件 当 た り

１６９,３６１１２.５被保険者１人当たり

（年間平均被保険者数６,７７９）

〈高額療養費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

１２０,２５８,９１３１,１９４高 額 療 養 費

１００,７１９－１ 件 当 た り

〈その他給付〉

支給額（円）件数（件）区　分

１４,１００,０００４７出 産 育 児 一 時 金

２,６２０,０００１３１葬 祭 費

介 護 保 険

〈介護サービス費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

８０１,４６４,４３０１１,４７６介 護 給 付 費

１７３,０２８２受給者１人当たり月平均

〈高額介護サービス費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

４,４４１,４２５７００高額介護サービス費

６,３４５－１ 件 当 た り

基金の状況

平成１５年度末残高基金の種類

６２１百万円財政調整基金

１０２百万円減 債 基 金

６７１百万円そ の 他

１,３９４百万円合 計

地方債現在高

平成１５年度末残高会 計 区 分

３,７４６百万円一 般 会 計

７,１９６百万円下水道事業
特 別 会 計

１０,９４２百万円合 計

歳入　６４億３,４４６万円

歳出　６１億８,４０８万円
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笠
松
消
防
出
初
式
が
一
月
九
日
消

防
団
員
・
関
係
者
約
百
五
十
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

消
防
団
員
の
功
労
表
彰
や
来
賓
の
か

た
が
た
か
ら
、
日
ご
ろ
の
消
防
活
動

に
対
す
る
感
謝
や
激
励
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
本

町
通
り
か
ら
木
曽
川
河
畔
ま
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
広
江
町
長
の
観
閲

に
続
き
、
今
年
一
年
火
災
な
ど
の
災

害
の
な
い
町
へ
の
願
い
を
込
め
て
一

斉
放
水
を
行
い
、
防
火
へ
の
意
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
表
彰
伝
達
】

（
敬
称
略
）

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰

　

特
別
功
労
章
…
岩
田
修

　

勤
続
功
労
章
…
後
藤
八
寿
郎
、
苅

谷
智
安

　

功
労
章
…
川
出
一
彦
、
伏
屋
幸
一

　

消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
…
則
武
貴

子

▽
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章
…
淺
野
勝
彦
、
村
井
登
、

水
嶋
健
一

　

勤
労
章
（
二
十
年
）
…
川
延
栄
一

　

勤
労
章
（
十
五
年
）
…
伏
屋
幸
一
、

河
合
秀
三
、
名
和
幸
彦
、
淺
野

勝
彦
、
村
井
登
、
間
野
三
可

▽
岐
阜
地
域
振
興
局
長
表
彰

　

功
績
章
…
大
塚
隆
夫
、
則
武
克
彦
、

西
脇
�
信

▽
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協

議
会
長
表
彰

感
謝
状
…
宮
部
と
し
子
、
服
部
昌

子

▽
笠
松
町
長
表
彰

　

特
別
功
労
章
…
後
藤
八
寿
郎
、
中

村
正
誠

　

功
労
章
…
松
原
直
樹
、
森
秀
昭

▽
笠
松
町
消
防
団
長
表
彰

　

功
労
章
…
園
部
正
廣
、
太
田
厳
己
、

市
橋
典
大
、
伊
藤
公
一
、
高
橋

健
司
、
畑
佐
孝
、
野
田
義
之

　

功
績
章
…
石
田
輝
雄
、
横
田
利
幸
、

山
田
誠
、
太
和
田
浩
司
、
奥
村

真
一
、
南
谷
勉
、
今
尾
公
則
、

加
藤
寿
久
、
田
島
一
樹

　

精
績
章
…
津
田
進
治
、
後
藤
和
史
、

堀
佳
裕
、
鵜
飼
洋
三
、
田
中
光

幸
、
柴
田
雅
孝
、
村
�
一
夫
、

森
敦
史
、
川
原
史
也
、
杉
江
真

樹
、
今
井
敏
裕
、
服
部
将
司

　

勤
労
章
（
二
十
年
）
…
川
延
栄
一

　

勤
労
章
（
十
五
年
）
…
伏
屋
幸
一
、

河
合
秀
三
、
村
井
登
、
間
野
三

可

　

勤
労
章
（
十
年
）
…
川
出
一
彦
、

則
武
克
彦
、
小
野
木
元
照
、
清

水
修
二
、
大
野
世
志
臣

　

勤
労
章
（
五
年
）
…
水
谷
勲
、
松

原
繁
俊
、
園
部
正
廣
、
太
田
厳

己
、
市
橋
典
大
、
伊
藤
公
一
、

高
橋
健
司
、
畑
佐
孝
、
野
田
義

之
、
落
合
雅
、
青
井
孝
光
、
知

識
正
章
、
上
村
幸
司

防
火
へ
の
決
意
新
た
に

笠
松
消
防
出
初
式　
　
　
　

　
「
笠
松
町
新
成
人
の
集
い
」が
一

月
十
日
、
小
雪
の
舞
い
散
る
な
か
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
百
三
十
九
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
、
集
い
に
は
百

八
十
六
人
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

小
学
校
・
中
学
校
時
代
の
ス
ラ
イ

ド
が
上
映
さ
れ
る
と
、
懐
か
し
い

映
像
に
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
十
人

が
、
小
さ
い
頃
の
「
夢
」
や
「
思

い
出
」
を
テ
ー
マ
に
新
成
人
の
か

た
が
た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
、
当
時
の
夢
を
思
い
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん

は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
節
目
に
自

分
の
進
む
べ
き
将
来
に
、
硬
い
決

意
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
や
恩
師
を
囲
ん

で
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
何
年
振
り

か
で
再
会
し
た
懐
か
し
い
友
人
と

近
況
や
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う

な
ど
、
新
成
人
と
し
て
の
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲本町通りを堂々と分列行進する団員の皆さん

▲中国の研修生と記念写真に収まる新成人の皆さん

懐かしい映像に歓声
笠松町新成人の集い
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2月16日（水）から3月15日（火）まで 

○今年、役場住民課前ロビーでの申告受付は２月２５日（金）からです。２４日以前は、申告受付を行いませんのでご

注意ください。

○土地建物や株式などの譲渡所得・贈与税の申告受付・相談は、３月３日（木）税務署員による出張申告受付相談

をご利用いただくか、岐阜南税務署の確定申告会場（岐阜建設労働者研修福祉センター【サンレイラ岐阜】）を

ご利用ください。

岐阜南税務署の確定申告会場

【場　　所】 岐阜市藪田東１丁目２番３号　岐阜建設会館西　岐阜建設労働者研修福祉センター（サンレイラ岐阜）

【開設期間】２月２日（水）～３月１５日（火）　（土曜日、日曜日および祝日を除きます）

【開設時間】午前９時～午後５時、（会場の混雑状況によって、受付を早めに終了する場合があります）

※この期間中、税務署では申告相談は行いませんので注意してください。

�なお、今年の確定申告期間中は、平日（月～金曜日）以外でも２月２０日（日）・２７日（日）の２日間に限り、岐

阜建設労働者研修福祉センター（サンレイラ岐阜）で確定申告の相談、申告書の受付を行います。

【開設時間】　午前９時～午後５時

�このほか、笠松町での税務署による出張申告受付相談を下記のとおり行いますので、ご利用ください。

【問合先】税務課 内線１１６

所得税確定申告および町県民税の申告受付相談日（●印は相談日）

【受付時間】午前９時～午後５時（正午～午後１時を除く）

税 務 課 職 員曜
日日月

総合会館松枝公民館役　場

●水１６

２

●木１７

●金１８

●月２１

●火２２

●水２３

●木２４

●金２５

●月２８

税 務 署 員税務課職員曜
日日月 役場　第１会議室（２階）

（午前９時３０分～午後４時）役　場

●所得税●火１

３

●所得税●水２

●所得税●資産税●木３

●金４

●月７

●火８

●水９

●木１０

●金１１

●月１４

●火１５

�
�

�
�
�
�
�

平成１６年分所得税の確定申告および平成１７年度町県民税の申告相談が始まります。
例年、申告期限が近づくと窓口が大変混雑しますので、申告はできるだけ早めに済ませま
しょう。
なお、住宅借入金等特別控除および医療費等の還付申告書は２月１６日（水）以前でも提出
することができます。

�
�

�
�
�
�
�

会場・時間申告受付・相談内容曜日日月

中央公民館
午前９時３０分～午後３時３０分

還付申告（医療費控除・住宅借入金等特別控除など）・贈与税水２
２

還付申告（医療費控除・住宅借入金等特別控除など）木３



1011

　

町
で
は
、
誰
も
が
安
心
、
安
全
、

快
適
に
移
動
出
来
る
よ
う
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
】

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
〉

　

一
般
住
民
７
２
９
人
、
子
育
て
世

代
８
６
人
、
駅
利
用
者
１
５
７
人
、

身
体
障
害
者
１
６
人
、
小
学
生
１
２

６
人
、
中
学
生
１
７
７
人
、
高
校
生

３
１
９
人

※
小
・
中
学
生
に
は
、
交
通
安
全
の

視
点
で
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
一
般
住
民

▽
子
育
て
世
代

▽
駅
利
用
者

▽
身
体
障
害
者

▽
高
校
生

　

特
に
身
体
障
害
者
、
お
年
寄
り
や

子
育
て
世
代
な
ど
の
交
通
弱
者
の
か

た
が
た
が
、
バ
リ
ア
を
意
識
し
、
現

在
の
状
況
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
と

の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

▽
一
般
住
民

▽
子
育
て
世
代

▽
駅
利
用
者

▽
身
体
障
害
者

▽
高
校
生

　

比
較
的
移
動
に
障
害
を
感
じ
る
こ

と
の
少
な
い
高
校
生
以
外
は
、
半
数

以
上
の
か
た
が
現
在
の
状
況
に
不
満

を
感
じ
て
い
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
中
で
も
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
内
の
一
時
駐
車
場
所
に
対
す
る

不
満
を
感
じ
て
い
る
と
の
意
見
が
非

常
に
多
く
得
ら
れ
ま
し
た
。

名
鉄
笠
松
駅
構
内
の

　
　
　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
満
足
度

特に不満足な 
状態である 
8％ 

十分に満足できる 
状態にある 
3％ 

どちらかといえば 
満足できる状態にある 

37％ 

あまり満足 
できる状態にない 

52％ 

・
ホ
ー
ム
が
狭
く
て
、
傾
斜
が
急
で

あ
る
。

・
電
車
と
ホ
ー
ム
の
間
に
隙
間
が
あ

り
、
危
険
で
あ
る
。

・
雨
の
日
に
南
口
改
札
口
の
タ
イ
ル

面
が
滑
り
や
す
い
。

・
南
口
改
札
ま
で
の
階
段
が
急
で
危

険
な
の
で
、
蹴
上
げ
高
を
低
く
し

て
欲
し
い
。

・
階
段
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
欲

し
い
。

・
手
す
り
の
改
修
を
行
い
、
増
設
し

て
欲
し
い
。

・
下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
欲
し

い
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
欲
し

い
。

・
ト
イ
レ
を
も
っ
と
き
れ
い
に
明
る

く
し
て
欲
し
い
。

・
洋
式
ト
イ
レ
や
身
障
者
用
ト
イ
レ

を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
ベ
ン
チ
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

・
待
合
室
を
広
く
き
れ
い
に
し
て
欲

し
い
。

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
い
易
く
し
て

欲
し
い
。

・
券
売
機
が
使
い
に
く
い
。

・
大
き
な
時
計
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
電
光
掲
示
板
な
ど
で
、
電
車
の
発

車
時
刻
な
ど
を
表
示
し
て
欲
し
い
。

・
時
刻
表
や
案
内
表
示
を
大
き
く
見

易
く
し
て
欲
し
い
。

・
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
分
か
り
や
す
く
、

聞
き
取
り
易
く
し
て
欲
し
い
。

・
車
イ
ス
用
の
通
路
が
利
用
し
に
く

い
。

・
車
い
す
の
利
用
者
に
も
っ
と
配
慮

し
て
欲
し
い
。

ほ
か
多
数

●
駅
前
広
場

・
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
一
般
車
が
混
在
し
て
危
険

で
利
用
し
に
く
い
の
で
、
分
離
し

て
欲
し
い
。

・
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
一
般
車
両
の
停

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
欲
し
い
。

・
ロ
ー
タ
リ
ー
内
が
車
両
で
混
雑
し
、

歩
行
者
は
横
断
し
に
く
く
、
危
険

で
あ
る
。

・
安
全
に
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
車

出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
ま

た
、
段
差
を
解
消
し
て
欲
し
い
。

・
バ
ス
の
発
着
状
況
が
分
か
る
表
示

が
欲
し
い
。

・
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
乗
場
に
ベ
ン
チ

や
雨
よ
け
が
欲
し
い
。

・
バ
ス
乗
場
の
時
刻
表
、
案
内
を
大

き
く
分
か
り
易
く
し
て
欲
し
い
。

・
歩
道
の
幅
が
狭
い
。

・
路
面
に
段
差
や
凹
凸
、
傾
斜
が
あ

り
、
歩
き
に
く
い
。

・
地
下
道
が
暗
く
て
、
自
転
車
と
ぶ

つ
か
り
そ
う
に
な
り
、
利
用
し
に

く
い
。

・
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
照
明
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

・
案
内
板
を
分
か
り
易
く
し
て
欲
し

い
。

・
時
計
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
座
り
込
ん
で
い
る
人
が
交
通
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
る
。

●
駅
周
辺
道
路

・
踏
み
切
り
の
所
に
歩
道
が
欲
し
い
。

ま
た
、
歩
道
の
な
い
道
路
が
多
く
、

安
心
し
て
通
れ
な
い
。

・
歩
道
の
幅
が
狭
い
。

・
交
通
量
が
多
い
所
に
信
号
機
や
歩

道
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
道
路
や
側
溝
な
ど
の
段
差
や
凸
凹

が
多
く
歩
き
に
く
い
、
車
い
す
で

の
移
動
が
困
難
で
あ
る
。

・
交
通
量
が
多
い
の
に
信
号
が
無
い

な
ど
、
横
断
し
に
く
い
所
が
多
い
。

・
道
路
幅
が
狭
い
の
に
交
通
量
が
多

く
危
険
な
所
が
あ
る
。

・
見
通
し
が
悪
く
、
危
険
な
交
差
点

が
あ
る
。

・
路
上
駐
車
が
多
く
て
歩
き
に
く
い
。

・
歩
道
の
傾
斜
が
き
つ
い

ほ
か
多
数

　

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

今
後
は
委
員
会
の
中
で
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　　

第
三
回
委
員
会
を
一
月
六
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
広
報
か
さ

ま
つ
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特に不満足な 
状態である 
5％ 

十分に満足できる 
状態にある 
3％ 

どちらかと 
いえば 

満足できる 
状態にある 
23％ 

あまり満足 
できる状態にない 

69％ 

特に不満足な 
状態である 
3％ 

十分に満足できる 
状態にある 
7％ 

どちらかといえば 
満足できる状態にある 

46％ 

あまり満足 
できる状態にない 

44％ 

特に不満足な 
状態である 
21％ 

十分に満足できる 
状態にある 
7％ どちらかといえば 

満足できる 
状態にある 
14％ 

あまり満足 
できる状態にない 

58％ 

特に不満足な 
状態である 
3％ 

十分に満足できる 
状態にある 
5％ 

どちらかといえば満足できる 
状態にある 
50％ 

あまり満足 
できる状態にない 

42％ 

ま
と
め

名
鉄
笠
松
駅
周
辺
の

　
　
　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
満
足
度

特に不満足な 
状態である 
9％ 

十分に満足できる 
状態にある 
2％ 

どちらかといえば 
満足できる 
状態にある 
31％ 

あまり満足できる 
状態にない 
58％ 

特に不満足な 
状態である 
8％ 

十分に満足できる 
状態にある 
1％ 

どちらかといえば 
満足できる 
状態にある 
29％ 

あまり満足できる 
状態にない 
62％ 

特に不満足な 
状態である 
3％ 

十分に満足できる 
状態にある 
3％ 

どちらかといえば 
満足できる 
状態にある 
40％ 

あまり満足できる 
状態にない 
54％ 

特に不満足な 
状態である 
40％ 

十分に満足できる 
状態にある 
10％ 

どちらかといえば 
満足できる 
状態にある 
20％ 

あまり満足できる 
状態にない 
30％ 

特に不満足な 
状態である 
6％ 

十分に満足できる 
状態にある 
5％ 

どちらかといえば 
満足できる 
状態にある 
48％ 

あまり満足できる 
状態にない 
41％ 

ま
と
め

名
鉄
笠
松
駅
構
内
に

　
　
　
　
　

関
す
る
ご
意
見

名
鉄
笠
松
駅
周
辺
に

　
　
　
　
　

関
す
る
ご
意
見

▲名鉄笠松駅ホーム

▲駅前ロータリーの様子

▲笠松駅西の県道の様子
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広
告
塔
や
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
身
近
に
あ
る
広
告
物
は

私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
を
賑

や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
が
無
秩
序
に
掲
出
さ
れ
る
と
、

美
し
い
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、

落
下
や
倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な

事
故
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
岐
阜
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ

り
広
告
物
の
規
制
を
行
い
、
都
市
の

景
観
や
周
囲
の
環
境
に
あ
っ
た
美
し

い
広
告
景
観
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は

　

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
、
継
続

し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も

の
で
、
ポ
ス
タ
ー
か
ら
規
模
の
大
き

な
も
の
ま
で
、
ま
た
、
商
業
公
告
か

ら
公
共
的
な
誘
導
表
示
ま
で
、
営
利

的
、
非
営
利
的
を
問
わ
ず
そ
の
形
態

や
内
容
は
多
種
多
様
で
す
。

　

具
体
的
に
は
左
の
図
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
広
告
は
掲
出
で
き
ま
せ
ん

　

破
損
し
た
り
、
倒
壊
・
落
下
の
恐

れ
が
あ
る
も
の
や
道
路
交
通
の
安
全

を
妨
げ
る
も
の
な
ど
は
、
掲
出
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

●
こ
ん
な
場
所
に
は
掲
出
で
き
ま
せ
ん

　

街
路
樹
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
信
号

機
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
掲
出

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
都
市
公
園
や

学
校
、
特
定
の
交
差
点
な
ど
に
も
掲

出
で
き
ま
せ
ん
。　

●
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
許
可
が

必
要
で
す

　

町
内
で
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る

場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

許
可
申
請
の
際
に
は
、
審
査
手
数
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
許
可
を
受
け
て
い
な
い
か
た

は
、
必
ず
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
自
分
・
自
社
の
敷
地
内

で
自
己
用
の
も
の
で
あ
れ
ば
一
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
は
許
可
が
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
随
時
町
内
の
屋
外
広
告

物
の
調
査
や
指
導
、
無
許
可
の
か
た

へ
の
申
請
の
お
願
い
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
調
査
の
際
に
は
、
皆
さ
ん

の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

美
し
く
心
地
よ
い
景
観
づ
く
り
は
、

決
し
て
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
実

現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り
良
く
し
て

い
く
と
い
う
意
識
の
も
と
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て

取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は

一
定
の
ル
ー
ル
と
制
限
が
あ
る
こ
と

を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
安
全
で

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
建
設
課

美
し
く
心
地
よ
い
景
観
づ
く
り
を
目
指
し
て

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

突
出
広
告 

屋上広告 

旗・のぼり 

壁面広告 

ポスター・ 
　　はり紙 

アドバルーン 

電
柱
広
告 

広
告
幕 

○
× 

このような屋外広告物は違反です

歩道橋 信号機 道路上の柵

はり紙・はり札
立ち看板は禁止（ ）

街路樹 電柱 など

破損したり、倒壊・落下の恐れがあるもの、 
道路の安全を妨げるもの　など 

掲出を禁止されている物件につけたもの（禁止物件） 
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▲大勢の観客で埋まった観覧席

　町体育協会主催の｢第２７回新春ファミリーマラソン大会｣が１月１６日、笠松競馬場で開催され
ました。
　今年も県内外から多くのかたが参加され、普段入ることができない競馬場の走路のコースで、
マラソンやジョギングを楽しみました。
　成績は次のとおりです。（敬称略）

�小学４年生以下男子の部

　優　勝　小川智之（各務原市）
　準優勝　森　光史（笠松町）
　３　位　森　大祐（一宮市）
�小学４年生以下女子の部

　優　勝　林　優里（南濃町）
　準優勝　成田美咲（尾西市）
　３　位　安田琴音（岐阜市）
�小学５年生男子の部

　優　勝　河合将也（岐阜市）
　準優勝　浜野雄大（笠松町）
　３　位　大橋翔太（笠松町）
�小学５年生女子の部

　優　勝　浅野静香（笠松町）
　準優勝　新田紗千（笠松町）
　３　位　榊原麻由（岐阜市）
�小学６年生男子の部

　優　勝　木股択人（笠松町）
　準優勝　柴田　翼（笠松町）
　３　位　宮脇正尚（岐阜市） ▲ゴールへ飛び込む中学生男子の部の参加者

�
親
子
で
楽
し
く
走
っ
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

�小学６年生女子の部

　優　勝　林　美希（南濃町）
　準優勝　南光裕美（笠松町）
　３　位　河嶋里奈（岐阜市）
�中学生男子の部

　優　勝　後藤祐太朗（笠松町）
　準優勝　成田大貴（尾西市）
　３　位　伊藤将城（羽島市）
�中学生女子の部

　優　勝　岡田美紀（大垣市）
　準優勝　石川真衣（笠松町）
　３　位　堀　晴霞（笠松町）
�一般男子の部

　優　勝　成田貴之（尾西市）
　準優勝　渡辺寿己（岐阜市）
　３　位　山中一悦（笠松町）
�一般女子の部

　優　勝　松原直美（笠松町）
　準優勝　馬場直子（笠松町）
　３　位　稲葉なつる（各務原市）
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　平成１６・１７年度入札参加資格審査申請をされたかた
で、「建設工事」、「測量、建築建設などのコンサルタン
ト業務」を希望されたかたは、中間年の審査が必要と
なりますので、次のとおり書類を提出してください。
【受付期間】２月１日（火）～２８日（月）
【受付場所】総務課（郵送可）
【提出書類】経営事項審査結果通知書（写）、経営規模
等総括表

　町では、毎年５月５日の「こどもの日」に交通事故
により親などを亡くされた交通遺児の皆さんに対して
激励金を贈っています。該当されるかたは、環境経済
課までご連絡ください。
【対象者】交通事故によって父または母（既に父母が亡
くなった場合にはそれに代わるかた）を亡くされた
乳幼児、小・中・高等学校在学中の２０歳未満のかた。

　　ただし、交通遺児となった後、養子縁組や父また
は母が再婚し生計を共にすることになったかたは除
きます。

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

　結核予防法の改正により、ツベルクリン反応検査お
よびＢＣＧ予防接種が、４月１日から次のように変更に
なります。
①ツベルクリン検査の廃止
　ツベルクリン検査を実施せず、直接ＢＣＧ接種を行い
ます。
②ＢＣＧ予防接種対象年齢の引き下げ
　ＢＣＧ予防接種の対象年齢が４歳未満から生後６か
月未満になります。
※ＢＣＧ予防接種を受けていない生後３か月以上４歳
未満のお子さんは、次の日程でツベルクリン反応検
査およびＢＣＧ予防接種を実施しますので、是非受け
てください。

　町では、町民の皆さんに、健康で明るい生活を送っ
ていただけるよう、毎年定期的に、健康診査や各種検
診を実施しています。　
　平成１７年度も各種健（検）
診の希望を取りまとめるた
め、事前に調査を実施しま
す。後日、町内会を通じて
健康診査申込書（家族調査
票）を配布しますので、記入上の注意をよく読み、ご
記入ください。
【調査対象】昭和６２年４月１日以前に生まれたかた
【調査期間】３月１日（火）～１０日（木）
【調査方法】町内会を通じて配布・回収

　心の健康に関する相談に、精神科医師が応じます。
　お気軽にご相談ください。
【月　日】２月１６日（水）
【時　間】午後２時～３時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】精神科医師・岐阜地域保健所保健師
【申込期限】２月１５日（火）
【申込先】福祉健康課

ツベルクリン反応検査および
ＢＣＧ予防接種 福祉健康課

平成１７年度の入札参加資格
審査申請受付 総務課

３月９日（水）
　　２３日（水）

ツベルクリン反応検査

３月２３日（水）
　　２５日（金）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

健康診査申込（家族調査） 福祉健康課

心の健康相談 福祉健康課

臨時職員の募集
 環境経済課

交通遺児に激励金 環境経済課

【職　種】受付事務職員
【勤務場所】町自転車駐車場管理事務所
　　　　　（奈良町地内）
【雇用期間】４月１日（金）から平成１８年３月３１日
（金）まで
　※雇用期間の延長もあります。　
【勤務時間および勤務日】

　午前８時３０分から午後４時まで
　（月曜から金曜日まで祝日を除く）月に１０日程度
【募集人員】１人
【賃　金】日給４,５４３円
【応募資格】昭和１７年４月２日以降に生まれたかた
【応募方法】２月７日（月）から１５日（火）の間に
履歴書を役場環境経済課生活環境係まで提出。
書類審査を経て、後日面接試験により採用者を
決定します。

【問合先】環境経済課生活環境係（内線２５２・２５３）
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運動場・テニスコート（３月分）
【月　日】２月２５日（金）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

　法律にかかわる相談に弁護士が応じます。ご利用く
ださい。
【月　日】２月１６日（水）
【時　間】午後１時～４時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】佐藤千代松 弁護士
【費　用】無料
【申込期限】２月９日（水）
※時間の関係上、相談は７人までとし、定員を超える
場合は、抽選。

【申込先】町社会福祉協議会　�３８７・５３３２

　「協働ってなあに…」
　今年は、こんな声があちこちで聞かれるのではない
でしょうか。私たち笠松町文化協会では、住民の立場
から「協働」についていろいろな分野で話し合う、『わ
いわいフォーラムⅥ』を開催します。是非ご参加くだ
さい。
【期　日】２月１９日（土）
【時　間】午後１時３０分～
【会　場】中央公民館１階　集会室
【メインテーマ】「住民協働でまちづくり」
【問合先】中央公民館

　近年のペットブームを背景に犬を飼育する家庭が
年々増加しています。その一方で、不適切な飼育や飼
育のモラルの欠如などから苦情やトラブルが後を絶ち
ません。
　こうしたことから、基本的な犬のしつけ方法の普及
を図るため「愛犬のしつけ方教室」を開催します。是
非ご参加ください。
【月　日】３月７日（月）
【時　間】午後２時～３時３０分
【場　所】岐阜県健康科学センター
　ハイビジョンシアター（各務原市那加不動丘１－１）
【定　員】先着１００人
【申込期限】３月１日（火）
【申込先】岐阜地域保健所　�０５８３・８０・３００３
【参加費】無料　※当日は、犬を連れての入場は不可

　町地域子ども教室実行委員会では、小学生を対象に
さまざまな体験を提供する講座「わくわく広場」を平
成１３年度より第２、第４土曜日の午前中、中央公民館、
松枝公民館、下羽栗会館で開催しています。
　子どもたちに知識や経験を伝えたいと思っているか
た、手伝っていただけるかたを募集しています。見学
会を開催しますので、一度見に来ませんか。
【月　日】２月１２日（土）・２６日（土）
【時　間】午前１０時～１１時
【場　所】中央公民館
【問合先】笠松町地域子ども教室事務局（中央公民館内）

　病気のことで不安なことはありませんか。予約は必
要ありません。また、秘密は固く守られますのでお気
軽にお出掛けください。相談は無料です。
　なお、待ち時間には、同じ病気の仲間や患者会と交
流ができます。
【月　日】２月２７日（日）午後１時～４時（受付は午後
０時３０分～３時）

【場　所】羽島市福祉ふれあい会館
　（羽島市福寿町浅平３丁目２５番地）　�３９１・０６３１
【相談内容】

○神経内科（パーキンソン病、脊髄小脳変性症、多発
性硬化症ＡＬＳなど）
　村瀬全彦先生（羽島市民病院神経内科）
　保住　功先生（岐阜大学附属病院神経内科）
○膠原病（強皮症、ＳＬＥ、多原性筋炎、リウマチ、
シューグレン症候群など）
　加納克徳先生（岐阜大学附属病院第三科）
○潰瘍性大腸炎・クローン病
　三輪佳行先生（ＭＩＷＡ内科胃腸科ＣＬＩＮＩＣ）
○福祉相談
　河瀬幸子ソーシャルワーカー（揖斐総合病院相談室）
【学習会】

　１型糖尿病　戸谷理英子先生（戸谷内科医院）
【問合先】

　岐阜県難病団体連絡協議会
　岐阜市青柳町５－２－４
　�・ＦＡＸ　２５２・３５６７

「わくわく広場」スタッフ募集
 町地域子ども教室実行委員会

弁護士による法律相談 町社会福祉協議会

わいわいフォーラムⅥ 町文化協会

愛犬のしつけ方教室 岐阜地域保健所

難病医療福祉相談会開催
 県難病団体連絡協議会
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〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

　配偶者暴力防止法（ＤＶ法）が改正され、保護命令
の対象を子供や離婚した元配偶者まで拡大され、退去
命令の期間を２ヶ月に延長するなどを柱とした改正法
が成立し、昨年の１２月２日に施行されました。

【問合先】岐阜県配偶者暴力相談センター（�２７４・７３７７）
※内閣府では、配偶者からの暴力被害者支援情報サイ
トを開設しています。
ホームページアドレス
　http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm

このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

配偶者暴力防止法（ＤＶ法）が改正されました

　

　省エネルギー月間

　２月１日～２８日

　冬季は暖房の使用などに

よってエネルギーの消費が増大する時期です。

　省エネルギー月間である２月は、省エネを呼び

かける街頭キャンペーンなどが全国で実施されま

す。ちょっとした衣類の工夫で「暖房の設定温度は

２０℃にする」など、家庭や職場などで省エネを実践

しましょう。

○改正の主な内容
１　「配偶者からの暴力」の定義の拡大

２　保護命令制度の拡充

　①離婚後も暴力が続く場合、元配偶者も対象とする。

　②被害者と同居する未成年の子どもに対しても接近

禁止命令の対象とする。

　③退去命令の期間を２ケ月に拡大する。

　④退去命令についても再度の申し立てを可能とする。

３　市町村による配偶者暴力相談支援センターの業務

の実施が可能

４　基本方針および基本計画の策定

５　被害者の自立支援の明確化など

６　警察本部長などからの援助

７　苦情の適正かつ迅速な処理

８　国籍、障害の有無を問わない人権の尊重

20℃ 

　

戸
別
受
信
機
は
、
笠
松
町
か

ら
転
出
ま
た
は
転
居
（
笠
松
地

域
か
ら
松
枝
地
域
へ
、
松
枝
地
域
か
ら

下
羽
栗
地
域
な
ど
）す
る
と
き
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

　

　

笠
松
町
か
ら
転
出
す
る
と

き
は
、
戸
別
受
信
機
と
電
源
プ

ラ
グ
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
す
る
と
き
は
、
そ
の
地
域
に

あ
っ
た
戸
別
受
信
機
と
交
換
し
ま
す
の

で
、
戸
別
受
信
機
を
役
場
総
務
課
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先　

総
務
課
】

http://www.kasamatsu-keiba.com/
◆如月シリーズ
６日（日）
７日（月）　第２８回ウィンター争覇
　　　　     名古屋タイムズ杯（Ｐ）
９日（水）　初花月特別（中央・地方指定交流）
１０日（木）
１１日（祝）
◆梅花シリーズ
２０日（日）
２１日（月）
２３日（水）　うぐいす特別（中央・地方指定交流）
２４日（木）　東海クラウン
２５日（金）

ホームページにてレース映像配信実施中
ＮＴＴドコモ「ＦＯＭＡ」ライブ中継配信中
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2月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

９：３０～１１：００

１４日（月）
１７日（木）
２２日（火）
２４日（木）

フッ化物塗布

１３：２０～１４：１０２２日（火）乳児健康診査

１３：１０～１３：５０２４日（木）１歳６か月児健康診査

１３：１０～１３：５０１７日（木）３歳児健康診査

１３：２０～１４：００１６日（水）お 誕 生 教 室

９：２０～９：３０１０日（木）にこにこ教室

９：３０～９：４０３日（木）親子歯みがき教室

９：５０～１０：００２日（水）プレパマクラブ

下 羽 栗 会 館１３：３０～１４：３０３日（木）

育児・　　　　
マタニティ相談

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０

９日（水）

２３日（水）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２３日（水）

福祉健康センター

１３：３０～１５：３０

１日（火）

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

福 祉 会 館１０日（木）

総 合 会 館１５日（火）

福 祉 会 館２４日（木）

下 羽 栗 会 館
１３：３０～１４：３０

３日（木）

健　康　相　談
福 祉 会 館１０日（木）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２３日（水）

福 祉 会 館１３：３０～１４：３０２８日（月）

保　健（健診・相談・教室など）
場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福 祉 会 館１３：００～１５：００
２日（水）

心配ごと相談
１６日（水）

福 祉 会 館１３：００～１５：００
２日（水）

悩みごと相談
１６日（水）

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町２６　� ３８７・２２４７
　早水春生　西宮町１３１  � ３８８・００２９
　河尻和男　北及１９０２　� ３８７・５７８８
　堀場靖隆　円城寺９２９  � ３８８・３７９１

身体障害者相談

相　談

▲

今月のテーマ
　家族みんなで、
　寒さに負けない体力づくりに努めましょう。

2月 20日　家庭の日

ごごみみ川川柳柳
ポイ捨てで　ぼくらの町が　泣いている

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作作品

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

９日（水）、２３日（水）古紙類等

９日（水）、２３日（水）紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※祝日は、収集しません。

プラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください。

燃える大型ごみ

カン・ビン・ペットボトル

ご　み

2月1日～7日
生活習慣病予防週間

めざそう健康長寿、　　　　　
　　　　　見直そう生活習慣
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　「お嫁さんが欲しい。」と言い出し
た与太郎。おじさんは、お屋敷のお
嬢さんを勧めます。ところが、お嬢
さんには病気があって、夜中に首が
…。
　古典落語を楽しく読める１冊です。

児童

今月の図書室のお休みは、２８日（月）です。
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

何
種
類
か
の
お
花
を
み
ん
な
で
手

分
け
し
て
配
っ
て
か
ら
、
私
た
ち
の

教
室
は
始
ま
り
ま
す
。

　

お
正
月
花
・
ひ
な
祭
り
花
・
ク
リ

ス
マ
ス
用
の
リ
ー
ス
な
ど
、
季
節
の

花
を
美
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
て
活
け
ま

す
。
文
化
フ
ェ
ス
タ
で
は
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
て
素
敵
な
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
教
室
で
作
っ
た
花
器
へ
活
け

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

日
々
の
慌
た
だ
し
い
生
活
の
中
で

「
花
を
飾
っ
て
み
よ
う
か
な
」と
思
い

立
っ
た
か
た
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
活
動
日
】
第
４
火
曜
日

     　
　
   
午
後
７
時　

分
〜

３０

【
場　

所
】
松
枝
公
民
館

【
連
絡
先
】
北
及　

高
橋
敦
子
宅

　
　
　
     
�
３
８
８
・
０
２
９
２

五 平 も ち

　花との出会いを
　　　 楽しみながら　 松枝フラワーアレンジメント

ランランらくご
ろくろ首

　「はじめは黄色のドレス、次は白いドレス、
それから遠くに飛んでいく花はなあに？」
　ページをめくるごとに不思議ななぞなぞ
がいっぱい。みんなは何問とけるかな？お
家の人と一緒に考えてね。家族で楽しめる
絵本です。

わにのスワニー
なぞなぞえほん

　キレる、暴君、へそ曲がり－あなたの
近くにこんな人はいませんか？こんなト
ラブルメーカーの心理を分かりやすく解
説。身近な人間関係への対応から少年犯
罪などの犯行心理まで自分を取巻く環境
に照らしあわせて読める心理学書。

一般

著
者　

矢
幡　

洋

発
行　

春
秋
社

サディスティックな人格
～身のまわりにいるちょっとアブナイ人の心理学～

絵本

著
者　

あ
べ　

弘
士

発
行　

講
談
社

著
者　

斉
藤　

洋

発
行　

あ
か
ね
書
房

〈
作
り
方
〉

①
ご
飯
（
冷
ご
は
ん
な
ら
、
電
子

レ
ン
ジ
で
温
め
る
）
を
つ
い
て
、

作
っ
た
餅
を
平
べ
っ
た
く
つ
ぶ

し
、
割
り
ば
し
に
さ
す
。

②
①
を
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
な

ど
で
こ
ん
が
り
焼
く
。

③
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
い
り
ご
ま
を
す

り
鉢
で
す
る
。

④
小
鍋
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
す
り
ご

ま
、
調
味
料
な
ど
を
入
れ
、
火

に
か
け
て
、
タ
レ
を
作
る
。

（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
が
無
い

時
は
、
他
の
調
味
料
を
少
し
増

や
し
て
味
を
見
る
）

⑤
焼
け
た
五
平
も
ち
に
タ
レ
を
塗

り
、
再
度
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
で
香
ば
し
く
焼
き
あ
げ
る
。

○
五
平
も
ち
は
、
長
野
県
や
岐
阜

県
の
東
濃
地
方
で
見
ら
れ
る
素

朴
な
お
や
つ
で
す
。

○
つ
け
ダ
レ
は
、
味
噌
か
醤
油
を

ベ
ー
ス
に
、
ク
ル
ミ
、
ゴ
マ
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
、
ユ
ズ
な
ど
、
お

好
み
で
い
ろ
い
ろ
と
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る

の
は
砂
糖
で
甘
く
仕
上
げ
る
と

こ
ろ
で
す
。

材料（４人分）

・ごはん  ………………４００ｇ

・ピーナッツ  ………大さじ２

・いりごま  …………大さじ１

・砂糖  ………………大さじ３

・みりん  ……………小さじ４

・赤味噌  ……………小さじ１

・醤油  ………………大さじ２

・ピーナッツバター  大さじ１

・水  …………………小さじ４
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「
こ
こ
は
、
こ
う
や
っ
て
こ
う
す

る
の
、
ほ
ら
上
手
に
で
き
た
！
」
こ

れ
は
、
今
年
行
わ
れ
た
「
ま
つ
え
だ

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
で
の
一
コ
マ
。

　

今
年
で
第
五
回
目
と
な
る
「
ま
つ

え
だ
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
を
今
回
も

行
う
の
か
、
ま
た
行
う
な
ら
ど
う
運

営
し
た
ら
良
い
の
か
を
判
断
す
る
時

期
の
こ
と
で
す
。
今
年
の
羽
島
郡
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
発
表
会
の
発
表
者
に
な
り

「
ま
つ
え
だ
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」を
も

う
一
度
最
初
か
ら
考
え
直
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
行
わ
れ
た
四
回
の
内
容
の

再
検
討
、
そ
し
て
前
回
の
終
了
時
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
見
直
し
作
業

を
進
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に「
自
分
の
親
」・「
友

だ
ち
の
親
」・「
学
校
の
先
生
」・「
地

域
の
人
々
」
が
、
一
緒
に
考
え
、
一

緒
に
作
り
、
一
緒
に
感
動
し
、
一
緒

に
ふ
れ
あ
う
。

　

そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地
域
と
学
校

が
お
互
い
に
協
力
し
合
う
、
松
枝
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
う
ち
の
子
、
よ
そ
の
子
、
松
枝
の
子

　

み
ん
な
で
見
守
り
育
て
よ
う
！
」

を
具
体
的
な
形
で
示
す
の
が
ね
ら
い

で
す
。
つ
ま
り

　
「
み
ん
な
で
一
緒
に　

」
で
す
。

!!

　

地
域
の
か
た
と
子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
で
は
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
焦
点
を
当
て
、
ご
協
力
頂
い
て

い
る
地
域
講
師
の
か
た
と
ク
ラ
ブ
員

の
上
級
生
で
ク
ラ
ブ
活
動
成
果
発
表

の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。
先
生
と
の
ふ
れ
あ
い

で
は
、
普
段
見
せ
な
い
先
生
の
姿
に

挑
戦
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
「
マ

ジ
ッ
ク
教
室
」
な
ど
四
種
類
の
講
座

を
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
広
域
的
な
視
野
に
立
ち
岐

阜
市
よ
り
「
絵
本
ラ
イ
ブ
」
の
杉
山

三
四
郎
さ
ん
、
関
市
よ
り
「
和
凧
」

の
小
川
義
明
さ
ん
、
各
務
原
市
か
ら

「
水
ロ
ケ
ッ
ト
」の
片
岡
鉄
雄
さ
ん
と

「
折
り
紙
飛
行
機
」の
土
屋
雄
嗣
さ
ん

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

あ
っ
た
保
護
者
の
意
見
の
中
に
、

「
隣
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
子

ど
も
の
目
を
見
る
と
と
て
も
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
私

は
良
か
っ
た
で
す
。」こ
の
よ
う
な
感

想
を
た
く
さ
ん
頂
け
る
よ
う
に
今
後

に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

松
枝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　

青
木　

貫
一

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡三町教育委員会　　�２４５・１１３３

み
ん
な
一
緒
に　
!!

　

自
分
の
趣
味
や
特
技
は
何
で

し
ょ
う
。
歌
、
踊
り
、
ス
ポ
ー

ツ
、
創
作
活
動
な
ど
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。
公
民
館

の
講
座
に
参
加
し
た
り
、
サ
ー

ク
ル
を
作
っ
て
共
に
活
動
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
楽
し
い
も
の

で
す
。
仲
間
の
輪
が
広
が
り
、

新
し
い
出
会
い
の
場
に
も
な
り

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

の
か
た
ま
で
、
自
分
に
合
っ
た

楽
し
み
方
を
い
ろ
い
ろ
な
場
で

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
時
代

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
楽
し
み
方
は
、

自
分
が
好
き
な
こ
と
、
興
味
を

持
つ
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
意
欲
が
あ
れ
ば
、
案
外
す

ん
な
り
で
き
る
も
の
で
す
。
自

宅
で
ひ
と
り
で
楽
し
む
よ
う
な

内
容
の
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
と

は
別
の
楽
し
み
、
生
き
が
い
を

感
じ
て
日
々
活
動
し
て
い
る
か

た
が
お
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
。
花
の
名
前
も

あ
ま
り
知
ら
ず
、
土
の
知
識
も

無
か
っ
た
か
た
が
、
植
物
の
持

つ
魅
力
に
引
か
れ
始
め
ま
し
た
。

植
物
の
季
節
や
土
と
肥
料
の
関

係
、
鉢
の
大
き
さ
と
配
置
の
バ

ラ
ン
ス
、
小
さ
な
も
の
か
ら
大

き
な
も
の
へ
と
無
限
の
可
能
性

が
広
が
り
ま
し
た
。
や
が
て
、

知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
、
そ

の
こ
と
を
他
の
人
に
伝
え
た
い
、

教
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
自
分
が

身
に
付
け
た
楽
し
み
を
人
に
教

え
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

人
に
教
え
て
み
た
い
と
思
う

気
持
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

何
か
を
し
た
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
と
ど
こ
か
似
て
い
ま
す
。
学

ん
だ
こ
と
を
広
め
た
い
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
、
生
き
が
い
を

感
じ
た
い
と
思
う
心
が
生
涯
学

習
の
原
動
力
と
な
る
の
で
す
。

よ
り
多
く
の
か
た
が
生
涯
学
習

を
進
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
か
た
が
た
の
「
ま
ち
」
は

き
っ
と
明
る
く
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の「
ま
ち
」に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

学
び
続
け
る
す
ば
ら
し
さ
は

そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

教育委員会
だより

学
び
続
け
る
す
ば
ら
し
さ
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羽島郡広域連合
�388・1195

た
だ
い
ま
火
災
多
発
期

「
防
火
の
心
」
を　
!!

平成１６年分「公的年金などの
源泉徴収票」が交付

［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　�273・6161

　厚生年金および国民年金の老齢年金受給者全員に対し、その１年間の

年金の支払総額、社会保険料の金額（介護保険料）、源泉徴収税額および

控除内容を記載した「公的年金等の源泉徴収票」が交付されます。（社会

保険業務センターより１月下旬に発送）

※障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票は送付されません。
� �����������������������������������������������������������

　年金のみの所得のかたは、原則として確定申告をする必要がありませんが、２以上の年金の支払者に対

して「扶養親族等申告書」を提出しているかたや、年金以外に給与などの所得があるかたなどは確定申告

を行わなければなりません。

　また、確定申告が義務付けられていない場合でも、源泉徴収において控除を受けることができなかった

ために、源泉徴収税額を納め過ぎとなっているときに、その税額の還付を受けるために確定申告をするこ

とができます。

　このときの添付書類の一つとしてこの源泉徴収票が必要となります。

　「公的年金等の源泉徴収票」の再交付については、住所地を管轄とする社会保険事業所または岐阜年金相

談センターで行いますので、早めに手続きをしてください。再交付申請書の用紙は、社会保険事務所また

は岐阜年金相談センターにあります。

　なお、平成１６年中に亡くなられたかたの「公的年金等の源泉徴収票」は送付されませんので、必要なか

たは社会保険事務所または岐阜年金相談センターへ交付の申請をしてください。

※平成１６年中に亡くなられたかたの源泉徴収票の交付は、１ヶ月程度かかります。

　

寒
さ
が
峠
を
越
す
春
先
は
、
火

災
に
対
す
る
注
意
も
緩
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。
特
に
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
い
た
め
、
火
災

に
な
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

羽
島
郡
内
で
は
、
放
火
ま
た
は

放
火
の
疑
い
に
よ
る
火
災
が
出
火

原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
「
防
火

の
心
」
を
引
き
締
め
、
我
が
町
か

ら
火
災
を
失
く
し
ま
し
ょ
う
。

〈
防
火
の
対
策
〉

１
・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
。

２
・
家
電
製
品
は
正
し
く
使
い
、

タ
コ
足
配
線
を
し
な
い
。

３
・
子
ど
も
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

〈
火
災
か
ら
身
を
守
る
対
策
〉

１
・
体
の
不
自
由
な
か
た
や
子
ど

も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い
。

２
・
お
年
寄
り
や
子
ど
も
は
、
避

難
し
や
す
い
部
屋
で
生
活
さ
せ

る
。

３
・
必
ず
、
避
難
口
を
２
方
向
以

上
確
保
す
る
。

〈
不
審
火
の
対
策
〉

１
・
物
置
・
車
庫
に
は
、
カ
ギ
を

か
け
る
。

２
・
ご
み
は
、
収
集
日
の
当
日
に

出
す
。

３
・
地
域
ぐ
る
み
で
放
火
対
策
を

行
う
。

　

以
上
の
こ
と
に
気
を
付
け
、
各

家
庭
で
「
防
火
の
心
」
を
再
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

確定申告ついて

源泉徴収票の再交付
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●１８

　永禄４年（１５６１）織田信長が西美濃を征圧しようと、本郷村（羽島市）
より長良川を渡って森部村（安八町）に進出し斉藤龍興軍と戦いました。
　この戦いは、斉藤軍６�０００人に対し、織田軍１�５００人の戦いでしたが、な
かでも前田利家はよく奮闘しました。特に、斉藤軍の大将、結城主日比
野下野守の家来であった足立六兵衛という猛将を倒すという大きな手柄
を挙げました。
　それまでは信長の怒りを買って追放の身でしたが、難敵を倒す戦功を
挙げたため、帰参を許され後の百万石を築く出世への足掛かりとなりま
した。
　この戦いで戦死者３２０余人を葬ったのが薬師堂で、当時の「五輪の塔」が
昔を偲ばせてくれます。
　また、信長はここで敵の首実検をしましたが、そのとき鎧を松に掛け
たといわれる「鎧かけの松」が戦前まで残っていました。
［アクセス］●東海道新幹線岐阜羽島駅より
　　　　　�����名阪近鉄バス大垣駅行き「大森」バス停下車徒歩５分
［問合先］安八町教育委員会（�０５８４・６４・４３４３）

　

甕
は
、
頭
部
が
小
さ
く
口
が
大
き
く

開
き
、
胴
の
下
に
い
く
に
と
も
な
っ
て

す
ぼ
ま
っ
て
い
く
陶
磁
製
の
容
器
で
瓶

と
も
書
き
ま
す
。

　

縄
文
時
代
に
は
、
食
物
の
貯
蔵
や
煮

炊
き
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
弥

生
時
代
に
な
る
と
大
型
に
な
り
、 
棺 
と
ひ
つ
ぎ

し
て
埋
葬
用
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

壺
と
混
同
さ
れ
や
す
い
で
す
が
、
頻

繁
に
大
量
の
出
し
入
れ
を
す
る
も
の
に

使
い
ま
す
。
そ
の
用
途
は
広
く
水
甕
・

水 
漉 
し
甕
・
味
噌
甕
・
漬
物
甕
・
醤
油
甕
・

こ

酒
甕
・
油
甕
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に 
紺 こん

 
屋 
（
染
物
屋
）
で
使
う
藍
甕
や
肥
料
入

やれ
と
し
て
畑
の
一
隅
に
埋
め
る
肥
甕
が

あ
り
ま
す
。

　

水
甕
は
、
水
道
が
普
及
す
る
以
前
に

は
特
に
重
要
で
、
井
戸
か
ら
水
を
汲
み

出
し
、
い
っ
た
ん
溜
め
て
置
い
て
使
用

し
ま
し
た
。
水
甕
の
大
き
さ
は
、
一
日

か
二
日
の
使
用
量
に
合
わ
せ
た
五
斗

（
約
九
十
リ
ッ
ト
ル
）
入
り
、
三
斗
入
り

が
多
く
、
二
斗
・
一
斗
半
・
一
斗
入
り

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
味
噌
甕
や
醤

油
甕
も
自
家
醸
造
す
る
場
合
に
は
、
一

年
分
を
ま
と
め
て
仕
込
む
た
め
、
一
斗

入
り
を
使
用
し
ま
し
た
。
甕
の
蓋
は
陶

磁
製
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
は
木
蓋

で
し
た
。
液
体
の
保
存
に
用
い
る
器
は
、

縄
文
時
代
か
ら
存
在
し
ま
す
が
、
現
在

の
よ
う
な
陶
磁
製
の
大
型
甕
が
用
い
ら

れ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
世
紀
以
降

の
こ
と
で
す
。
十
二
世
紀
初
頭
に
無
釉

の
焼
締
め
陶
器
が
常
滑
窯
を
始
め
丹

波
・
備
前
・
越
前
・
信
楽
な
ど
で
生
産

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

 
結 
桶
   

（
た
が
を
か
け
た
桶
）
の
技
法
が

ゆ
い 
お
け

伝
来
し
て
桶
・
樽
の
生
産
が
活
発
に
な

る
と
物
に
よ
っ
て
は
、

容
器
が
甕
か
ら
桶
・

樽
に
移
行
し
て
い
っ

た
物
も
あ
り
ま
し
た
。

　

甕
は
重
く
、
運
搬

が
大
変
で
し
た
か
ら
、

近
世
に
は
、
酒
造
り

や
そ
の
運
搬
は
桶
・

樽
に
依
存
し
、
そ
の

た
め
に
江
戸
送
り
回

船
の
ひ
と
つ
は
樽
回

船
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

一
方
、
甕
の
運
搬
に

も
船
が
利
用
さ
れ
、

甕
は
海
を
渡
り
、
川

を
遡
っ
て
普
及
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
に
思
い
が
け
な
い
遠

隔
地
で
も
用
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
型
甕
の
う
ち
で
産
地
が
海
岸
に
近

い
常
滑
焼
（
愛
知
県
）、
大
谷
焼
（
徳
島

県
）、
堀
越
焼
（
山
口
県
）、
石
見
焼

（
島
根
県
）、
苗
代
川
焼
（
鹿
児
島
県
）

な
ど
の
製
品
が
広
い
範
囲
で
用
い
ら
れ

た
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

　

笠
松
で
も
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
笠
松
湊
か
ら
常
滑
焼
の
甕
が

荷
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
と
し
て
五

斗
入
り
の
甕
を
紹
介
展
示
し
て
い
ま
す
。

 
甕 かめ

�388-0161　�388-0185〒501-6052　笠松町下本町87笠松町歴史民俗資料館

安八町　前田利家出世の地　～森部 薬師堂～

▲前田利家出世の地「森部・薬師堂」
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

今
年
、
新
成
人
に
な
ら
れ
た
か
た

は
何
人
？

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
２
月
末
日
ま
で
に
秘

書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
４
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

１２
　
　

月　

日

１２

２０

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

杉
江
里
江
、
堀
江　

好
、
坪
林
美
恵

  
表　

紙

　

新
年
恒
例
の
「
第　

回
新
春
フ
ァ
ミ

２７

リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
寒
空
の
下
、

今
年
も
笠
松
競
馬
場
の
ダ
ー
ト
コ
ー
ス

を
舞
台
に
し
て
、
ち
び
っ
子
た
ち
を
は

じ
め
大
勢
の
人
が
参
加
し
、
元
気
一
杯

馬
場
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

【
関
連
記
事　

ペ
ー
ジ
】

１３

 酒  井 　 敬 汰   くん（門間）

さか い けい た
お な ま え は お な ま え は

 堀 　　 友 優   ちゃん（米野）

ほり ゆ ゆ

酒井正史・七重さんの子 堀　孝典・志保さんの子

�������
������
���������
���������
��������	
�
���������	
��
�
���
��������	
��
��
��������	
��
��
��������	
��
��
��������	
��
��
��������	
��������	��


�������

��������	

����������	


���������	
��

��������	
����


��������	
����


��������	�
��
�

���������	
��


��������	
���
�

������

まちの人口
平成１７年１月１日現在　前月比 

人　口　２２,２７４人（増　１７）
　男　　１０,７０６人   （減　６）
　女　　１１,５６８人   （増　２３）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,６５９世帯 　　（増　２４）

平成１６年
２月２７日生うお座

平成１６年
２月２日生
みずがめ座




